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研究テーマ 

慢性期病院における管理栄養士病棟配置による栄養介入効果 

 

研究の背景・意義 

 当院では 2024 年度より、質の高い栄養管理を目指して管理栄養士を病棟配置とした。管理栄養士の病

棟配置化による効果については、急性期病院では入院期間の短縮 1,2）や体重減少率の低下 2,3）、リハビリ

病院においては退院時の Body Mass Index（以下 BMI と略）の増加 4）等に関する報告があるが、慢性期

病院における報告は多くない。そこで本研究では、慢性期病院である当院において、管理栄養士の病棟

配置が栄養介入に与えた影響について検討する。 

 

研究の目的 

 今後の栄養管理の在り方を模索する中で、2024 年度より実施している管理栄養士の病棟配置による効

果を検証し、より注力すべき業務の洗い出しや業務効率化を行う上での検討材料とする。 

 

研究方法 

1.研究デザイン 

後ろ向き観察研究 

2.研究実施期間 

  倫理審査承認後から 2026 年 2 月末まで 

3.対象 

袋井市立聖隷袋井市民病院の入院患者のうち、管理栄養士の病棟専任配置前（2023 年 9 月 1 日から 

11 月末まで）と病棟専任配置後（2024 年 9 月 1 日から 11 月末まで）に退院した患者。 

除外基準は栄養改善を目的としない入院、死亡退院、入退院時の比較が得られない早期退院（概ね 

入院期間が 1 週間以内）とする。 

4.データの収集方法 

  対象患者の電子カルテよりデータを収集する。 

5.評価項目 

評価項目は、対象者の基本情報として、年齢、性別、疾患、在院日数、退院先、身長、体重、 
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Body Mass Index(BMI)、入院中の体重減少率とする。入院経過においては、入退院時提供エネルギ 

ー・たんぱく質、退院時エネルギー・たんぱく質充足率、目標エネルギー・たんぱく質充足までの期 

間、Oral Nutritional Supplements(ONS)によるエネルギー摂取量、モニタリング回数、食事変更回数 

とする。  

6.分析方法 

サンプルサイズが 60 名以上であると想定し、対応の無い 2 群間の差を検証するのにあたり Welch 

の t 検定を適用する。性別、疾患、退院先等のカテゴリー変数にはカイ二乗検定を適用する。 

 

倫理的配慮  

本研究は、袋井市立聖隷袋井市民病院倫理委員会臨床研究審査の承認を得て実施する。収集したデータ

は本研究以外では使用しない。収集した個人データは統計処理の後、集計されたデータとしてのみ活用

し、個人が特定できるような形での公表は行わない。収集データは院外に持ち出さず、データ収集に使

用した紙媒体は全てシュレッダー処理により粉砕する。 

 

同意書の手続き 

本研究は診療録を用いる調査研究であるため、研究対象者から文書あるいは口頭による同意取得は行わ

ない。但し、人を対象とする医学系研究に関する倫理指標で示されている「インフォームドコンセント

を受けない場合において当該研究の実施について公開すべき事項」を公開し、被験者または代諾者に研

究参加拒否の機会を与えるためにオプトアウト方式を適用する。 

 

結果の公表予定 

本研究で得られた結果は、第 41 回日本栄養治療学会学術集会にて公表予定である。 
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